
各学校がスタートしました。 

など全国 10 カ所で開校 

など

全国 21 カ所で開校 

など 11 カ所で開校 

が開校！！ 

が開校！！ 

夏休みは、家族で家庭学習の活動をすすめ

てもらえる時期。9月ごろ、テキストを使って、実

験や工作したものがあるか聞いてみたら、アイス

クリームを作ったり、万華鏡や切り絵など・・実

験したことを教えてくれました。色々な会場で聞

きましたが、実験したことを自由研究として学校

に提出したという方が何人もいました。

・宇宙の教室 幼稚園でのロケット教室

（岩手県奥州市）

・講演とワークショップ

（山梨県甲府市）山梨県立図書館

・講演とロケット教室（愛知県知立市）

・宇宙の教室 ロケット教室（東京都）

・ロケット教室（東京都日の出町）

・教員研修支援（東京都）など

6/26 MHI 札幌支社 理科授業 

7/27.28 CKD株式会社 モノづくり教室 

7/29 MHI 児童館でのロケット教室支援 

8/1  MHI 本社東北支援 理科授業 

8/4.5 MHI 神戸造船所サマースクール 

8/22 MHI 中高生向け理科授業 

■ ■KU-MA なひとびと

6 月、沖縄県にある 3 校（牧志駅前ほしぞら公民館、西原町中央

公民館、沖縄市青少年センター）の開校式に参加を予定していた並

木理事は、前日の移動時に羽田空港の火災により移動ができません

でした。現地到着は、一番早くて翌日（開催当日）の午後。その日

は、午前・午後と 2 か所で開催が有り、両方

に参加する予定でしたが、午前中の会場へは

参加ができませんでした。理事が参加できな

かった開校式のおはなしやスクーリングの

実験などは、那覇市牧志駅前ほしぞら公民館

の「宇宙の学校」スタッフが急遽サ

ポートし行ってくださいました。

ありがとうございました！！  
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

先日、弘前の「宇宙の学校」へ参加した時のことです。 

会場の弘前市立時敏小学校の校舎に入ってすぐに目に飛び込ん

できたのは「和顔愛語」の書でした。 

遠藤先生が亡くなる少し前に、『周りにいる人たちみんなそうで

しょ』ってやさしい笑顔で話して下った瞬間が甦り、パワーが・・・ 

この日のスクーリングは、「ロケット」と「種子のふしぎ」1 年生くらいの女の子が

寄ってきて『「宇宙の学校」ってすっごい楽しい。入って良かった』と笑顔で話し

てくれました。それを聞いていた地元のスタッフも満面の笑み。笑顔や嬉しい想

いは連鎖していきますね。 

総会、懇談会の終了後、懇親会が開かれました。今年は

淵野辺駅前の某居酒屋さんです。18 名の会員が参加しまし

た。今年は、一言ずつですが、自己紹介を行い、楽しく歓談

しました。みなさん魅力的な方々ばかりで、アッという間の

2 時間でした。会員のみなさま、総会、懇談会、懇親会など

で今後も KU-MA 会員同士の交流を深めましょう。ご参加を

お待ちしております。 

◇正会員：KU-MA のミッションに賛同し、活動を推進する個人/法人・団体

年会費 個人：10,000 円(学生 5,000 円)、法人・団体：50,000 円

◇賛助会員：KU-MA のミッションに賛同し、寄付いただける個人と法人・団体

年会費 個人：１口 1,000 円、法人・団体：１口 50,000 円

※個人賛助会員への会員証、メールマガジンの送付は 5 口以上からです。

NPO法人 子ども・宇宙・未来の会 「宇宙の学校」事務局 

〒252-5210神奈川県相模原市中央区由野台3-1-1 JAXA内 

電話・FAX : 042-750-2690 

E-mail : KU-MAs@ku-ma.or.jp

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ :http://www.ku-ma.or.jp

「宇宙の学校」は、JAXA宇宙教育センターと当会の協働事業です 

“宇宙を視座に大人が変わる 子どもが輝く 美しい星が生まれる” 【子どもと宇宙と未来をつなぐ】 

▲総会後の懇談会での平林会長による講演

◆28 年度事業計画基本方針

事業の大きな柱である「宇宙の学校」を、JAXA 宇宙

教育センターと協力し内容を深めつつ自立化を促進し

継続する。このため指導者セミナーの実施等にあたっ

て、理念内容の確認に留意する。 

また、企業との協力による教育 CSR 事業をさらに開

拓し実施する。 

KU-MA の理念確認、活動の充実のため、セミナー、

講演会等を積極的に実施する。 

ホームページ、メールマガジン、KU-MA ニュースを

継続して発信し、社会への周知、会員との連帯を図る。 

資金計画の安定化を計る。特に寄付金は今年度も引き

続く重要対処項目である。また、実行計画にみあった効

率の良い運営体制の実現に努力する。 

講演のあとは、４つのグループに分かれ、「宇宙の学校」のスクーリングで行われている熱

気球作りにチャレンジ！お題は「小さくても浮く気球」小さな気球づくりにチームで取り組

みました。小さくても浮くように形を変えたり、セロハンテープの量を減らしたりと工夫さ

れていました。簡単な作業ですがみんなで取り組むととっても楽しかったですね♪ 

平成 28 年度 KU-MA 通常総会  
6 月 13 日（月）開催
今年も通常総会がプロミティふちのべビルの会議

室にて開かれ、21 名の出席者と 104 名の委任状を

以って、提案などもいただきつつ、議案が承認さ

れました。 

小川理事や並木理事、会員担当の安藤さんの姿も・・・ 
事務局もみなさんに会えるこの日はとっても楽しみです！ 



 

遠藤純夫先生を偲んで 
 

 

 
 

 

▲岩手県一関市「石と賢治のミュージアム」にて 

宇宙教育やKU-MAのプログラムを作り、自ら全国を飛び回って活動の普及に尽力された

遠藤純夫先生が、平成 28年 7月 2日逝去されました。謹んでお悔やみ申し上げます。 

特大号となる今号では、会員の方々から寄せられた遠藤先生の思い出と写真でその功績と

お人柄を振り返ります。 

▲牧志駅前ほしぞら公民館「宇宙の学校」開催時 喜友名さん 

▲沖縄のたのしい教育研究所のみなさんと会食 

▲「宇宙の学校」でこっそり作っていたのは・・・

ふわふわスチロールいったんもめん凧  
▲KU-MA 元職員 山村さんと 

▲KU-MA 運営委員会後 宇宙科学研究所 桜の前で 

▲KU-MA の三賢人 

[注目すべき箇所の要約の文書の引用文を入力してください。テキスト ボックスは文書のどの位置にも配置できます。抜粋用テキスト ボ

ックスの書式を変更するには、[描画ツール] タブを使用します。] 

[注目すべき箇所の要約の文書の引用文を入力してください。テキスト ボックスは文書のどの位置にも配置できます。抜粋用テキスト ボ

ックスの書式を変更するには、[描画ツール] タブを使用します。] 
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▲スイス・ジュネーブ 

“Science on Stage” 展示会場で 

▲スイス・ジュネーブのホテルロビーで、
拾い集めた枯葉を前にいろいろなお話 

▲スイス・ジュネーブのレストランで
(隣は知久さん) 

▲ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｽﾀｯﾌ原子内（はらしない）さん（左）の

自宅前にて、阿部さん（右）と一緒に 

▲長崎「宇宙の学校」講師 渡辺勝巳さん 
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ちょっとのぞいてみよう 

教材開発委員会 

▲国分寺「宇宙の学校」スタッフと交流会  

 

「宇宙の学校」のテキストは JAXA 宇宙教育センター教材開発委員会で作製されています。 

メンバーは教員だけでなく、色々な専門知識を持つ方々が集まり、遠藤先生を中心に製作が

行われ、現在では100を超えました。全国の「宇宙の学校」で配布、全てのテキストがJAXA宇宙

教育センターの HP からダウンロード可能です。

▲浅見さん（左）立川のスタッフ杉本さん 

▲国分寺の三賢人 松澤先生（左）山下先生（右） 

▲国分寺 スタッフ講習会 田中さん（左）橋口さん（中） 

▲テキスト「からだの音を聞いてみよう」製作時（実験） 




